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目的：紙おむつ等の高吸水性ポリマーを用いた衛生用品としての不織布 複合体は、含水
により有効熱伝導率が増加するため、含水時の熱移動物陛が濡れ感等の肌触りや人間の体
熱調節機構に大きく影響すると考えられる。本研究では、不菜布複合体の含水量と熱移動
枠院との関係における複合則を検討し、吸水性衛生用品の設計に関する基礎的資料を得る。
方法: 市販の紙おむつ44 種類と尿取りパッド３種類を試料とした。熱移動物吐としては

熱コンダクタンス(K')をKES-F7  Thermo Labon ＼こよって過渡法と定常法で測定した。測定
環境は標準条件20(C 、65%RH である。主熱板の温度を30(C 、Water Ｂｏｘ表面温度20 °C、
温度差10(C、試料に加える圧力は紙おむつ着用中の幼児の体圧を想定して4.5 kPaに設定し
た。含水状態の測定は、試料に30 °Cの0.9% 生理食塩水を注入５分後に行った。
結果:47 種類の試料のｒ の平均値は、一回の排尿を想定した0.4 cm の生理食塩水の含
水により、乾燥状態より約40% 増加した。一定量の含水条件では

能
層を多く含む重い複

合体は含水率が小さくなり、含水後のK' の値が小さくなる傾向が示された。構成部材別に
検討すると、乾燥状態でのパッド全体の熱抵抗R(=l/K ’)は、トップシート、吸収層、カバ
ーシートの熱抵抗の総和にほぼ等しい結果が得られた。パッドの吸水特院を主として担う

吸収層については、吸収層の水分率が大きいほどK' が大きくなる傾向を実験的に確認した。
吸収層の含水時のｒ については、吸収層の繊維の熱伝導率を繊維軸方向と繊維軸直交方向
の値の平均値を用いて、吸収層の靭 桑状態でのｒ 、吸収層の素材と水の熱伝導率、吸収層

の素材と水の密度、吸収層の水分率からの概算を試み、その予測の可能性を確かめた。
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【目的】 火災および萄射熱に対爽!する消防員装具は、衣冊 剔氏抗の高い密閉型の衣服となる

ため、代謝熟の放熱が重要な課題となってくる。このため、肢下、背中の衣服内ポケットへ冷

却剤を収納する方法、煙突効果または動作によるポンア効果など衣服内気候の換気を促す方法

など、ピートストレスを緩和するための種々の試みがなされている。本研究においては、種々

のt ートストレ ス対処方法について、基本のmi 員装具を用いることにより比較評価実験を行

い、その効果について考察すると共により効果的なピートストレス改善方法の検討を試みた。

【方法】 被験者は健康な成人男子４人を対象とした。実験はジャージ上下のみと消防員装具

の着用時の３種(a. 基本 一襟もとをしめた状態、b.襟もと開放状態c. 基本状態で冷却剤使用）

の４条件について行った。計測は皮膚温としてHARDY  & DUIBOUS による7点と、冷却剤の使用

や煙突効果によって影響を受けると考えられる部位３点（胸部、背部、後頭 ）の計10点の他 、

深部温として鼓膜温の測定を行った。実験手順は温度30で・相対湿度50 ％の室内環境において、

安静５分、120W相当の運動負荷20 分、安静５分で行った。

【結果 】 冷却剤使用、煙突効果ともにt ートストレスに対する顕著な効果はみられなかった。

基本状態と比較して冷却剤の使用は平均皮膚温の低下は若干認められたが 部位別にみると胸

部、腹部皮膚温は低下するものの前額部、ヘルメット内温度は上 昇した。これは冷却剤による

寒冷刺激のために冷却部位の血管が収縮し、体幹部における熱交換が抑制された代償として頭

部における熱交換が促進された結果であると推察され 、部分冷却に対しての問題が示唆された。
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